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2025年 10月 10日 

各    位 

会社名 株式会社竹内製作所  

代表者名 代表取締役社長 竹内 敏也 

 （コード：6432 東証プライム） 

問合せ先 執行役員経営管理部長 堀内 厚志 

 （TEL 0268-81-1200） 

 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2025年７月 10 日に公表した 2026 年２月期の通期の業績予想、

及び配当予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

記 

１. 業績予想の修正 

（1） 2026年２月期 通期 連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月 28日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

211,200 

百万円 

33,600 

百万円 

32,800 

百万円 

23,200 

円 銭 

502.08 

今回修正予想（Ｂ） 223,000 38,000 37,300 26,400 571.44 

増減額（Ｂ－Ａ） 11,800 4,400 4,500 3,200 69.36 

増減率（％） 5.6 13.1 13.7 13.8 13.8 

（ご参考）前期実績 

（2025年２月期 通期） 213,230 37,142 35,608 26,113 552.45 

 

（2） 修正理由 

北米におきましては、当第１四半期において米国政権の関税及び通商政策による先行き不透明

感、不確実性の高まりにより製品購入時期を見合わせる動きがあり、販売台数は大きく落ち込み

ました。当第２四半期はレンタル会社向けの販売が好調で、米国の販売台数は大きく上向き、上

期の販売台数は前回予想並みとなりました。下期においては、米国関税政策によるコスト増の一

部を販売価格に転嫁しましたが、米国の建設市場は堅調で、販売台数は前回予想を上回る見込み

です。 

欧州におきましては、上期において、フランスでは当社のみならず市場全体で販売が低迷した

ものの、英国及びその他の欧州主要国では製品需要に底打ちの兆しが見られ、上期の販売台数は

前回予想を上回りました。下期においても、欧州主要国の多くで前回予想を上回る見込みですが、

フランスの市場低迷、イタリアのディストリビューターの在庫調整等が大きく影響し、欧州全体

の下期の販売台数は前回予想をやや下回る見込みです。 
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注力市場と位置付けるアジア・オセアニアにおきましては、オーストラリアの新規ディストリ

ビューターでの販売・サービストレーニング等の準備期間が想定より長期化したこと、及びオー

ストラリア市場が低調であること等により、前回予想において販売台数を大きく下方修正しまし

た。上期は販売の立ち上げが遅れたものの、徐々に軌道に乗りつつあり、下期の販売台数は前回

予想を上回る見込みです。 

この状況を踏まえて連結業績予想を見直した結果、売上高、利益面ともに前回予想を上回る見

込みです。これは主に、前回予想では米国関税政策による関税コストを 43億７千万円と見込んで

おりましたが、米国子会社の機種ごとの販売台数を見直して上方修正したこと等により関税コス

トを 51億８千万円に増額修正したものの、米国での値上げを織り込んだこと、及び米国以外の地

域の販売台数も上方修正したこと等によるものです。なお、各段階利益の売上高比率が下期にお

いて悪化するのは、関税コストの影響をより大きく受けること等によるものです。 

また、上期の実勢為替レート（期中平均）は、１米ドル＝146.74 円、１英ポンド＝193.85 円、

１ユーロ＝161.19円、１人民元＝20.34円であり、下期以降の前提為替レートは、１米ドル＝140

円、１英ポンド＝190円、１ユーロ＝164円、１人民元＝19.50円としております。 

（前回予想時：１米ドル＝140円、１英ポンド＝190円、１ユーロ＝160円、１人民元＝19.50円） 

 

（ご参考） 単位：百万円、％ 

  前回発表予想  今回修正予想 

 地域別売上高 上期予想 通期予想  上期実績 通期予想 増減率 (%) 

 日本 790 1,510  737 1,350 △10.6 

 北米 62,730 121,000  63,367 128,030 5.8 

 欧州 43,470 84,660  46,885 87,210 3.0 

 アジア・オセアニア 1,530 2,850  1,620 4,180 46.7 

 その他 880 1,180  1,492 2,230 89.0 

売上高 109,400 211,200  114,103 223,000 5.6 

営業利益 21,800 33,600  23,402 38,000 13.1 

経常利益 20,800 32,800  23,692 37,300 13.7 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 14,800 23,200  17,055 26,400 13.8 

 

販売台数予想の変化（対前年同期比の増減率） 単位：％ 

 前回発表予想  今回修正予想 

 上期予想 下期予想 通期予想  上期実績 下期予想 通期予想 

北米 2.5 3.6 3.0  1.9 9.1 5.4 

欧州 1.6 △6.0 △2.2  8.5 △7.1 0.7 

アジア・オセアニア 13.8 △10.2 0.0  21.2 33.1 28.0 

連結 1.8 △1.5 0.2  5.8 2.1 4.0 
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２. 配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回発表予想 

（2025年７月 10日発表） 
０円 200 円 200 円 

今回修正予想  210 円 210 円 

当期実績 ０円   

前期実績 

（2025年２月期） 
０円 200 円 200 円 

 

修正理由 

当社は、株主の皆様に対する利益配分を経営の重要課題の一つとして位置付けており、基本方針

を以下のとおり定め、株主還元を強化していくこととしております。この基本方針に基づき、2026

年２月期の利益水準及び財政状態を総合的に勘案した結果、これまで１株当たり 200円としていた

2026年２月期の期末配当予想を、１株当たり 210円に修正いたします。 

【基本方針】 

キャッシュフローを成長投資に優先配分し、月商の２ヶ月から 2.5 ヶ月分を目安として運転資金

を確保したうえで、余剰資金を株主還元に充当する。 

① 連結配当性向 40％を目指し、段階的に引き上げていく。 

② 株価水準や資本効率等を勘案のうえ、自己株式の取得を機動的に実施する。 

 

３. 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性

があります。 

 

以上 


